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泌尿 器科 領域 にお け るCefotiam hexetilの 臨 床 評価
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1. 昭和61年5月 よ り同年12月 まで 東海大 学泌 尿器 科 お よび朝 霞厚 生 ク リニ ックを受 診

した 急 性 単 純 性 尿 路 感 染 症29例,複 雑 性 尿 路 感 染 症16例,計45例 にcefotiam

hexetilを 投与 した。

2. 投与 方法 は1回100mg～200mg1日3回 投 与で投 与期 間 は急性単 純性 尿路 感染症 は

3日 間,複 雑性 尿路感 染 症 は5日 間 を原則 とした。

3. UTI薬 効評 価判 定基 準 に基づ い て判 定 が行 なわれ た急性 単純 性膀 胱炎 で は18例 中,

著 効13例,有 効5例,有 効 率100%で あ り,急 性単 純性 腎盂 腎炎 で は1例 に有効 であ

った。複 雑性 尿路 感染 症で は6例 中,著 効2例,有 効2例,無 効2例,有 効率66.7%

で あった。

4. 細 菌学 的効 果 は,Escherichia coli, Staphylococcus epidermidisに 強 い抗 菌力 を有 し

金株 消失 した が,Enterococcus, Candidaな どに はあ ま り抗菌 力 を示 さなか った。

5. 副 作用 は1例 もな く,本 剤 の安 全性 が認 め られた。
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Cefotiam (CTM)は 武田薬品中央研究所 で開発 された

cephalosporin系 抗生物質であ り広い抗菌 スペ ク トルを

有 し1},これ まで注射剤 として臨床の場 で用 いられて き

た。今 回は経 口剤 と して 消化管 吸収 性 を得 るた め に

CTMを エステル化合物 としたcefotiam hexetil (CTM

-HE
,SCE-2174)2)に つ き臨床評価 を行なったのでその

成績 を報告す る。

I. 投 与対象 と方法

昭和61年5月 よ り同年12月 まで に東海 大学泌 尿

器 科 お よび朝 霞厚 生 ク リニ ック泌 尿器 科 を受 診 した

急 性単純 性尿 路感 染症29例(Table1),複 雑 性尿 路

感 染症16例(Table2),計45例 の患者 に本 剤 を投

与 した。急性 単純 性尿 路感染 症 の場合,本 剤1回100

mg1日3回 投与 が主体 で15例,1回200mg1日3

回投与 が14例 で あ る。また複雑性 尿路 感染 症 では1

回100mg1日3回 投与 が2例,1回200mg1日3

回投与 が14例 であ った。なお,薬 剤は いずれ も食後

に投与 した。

II. 結 果

これ らの症例 の うちUTI薬 効評価基準3)に もと

つい て判 定 を行 い得た もの は,急 性 単純性膀胱炎18

例,急 性単 純性 腎盂 腎炎1例,複 雑性 尿路感染症6例

で あ る。 急性 単純 性膀胱 炎 の効果 判定結果 はTable

3に 示 す ご と くであ り,著 効13例,有 効5例 で有効

率100%で あ り,急 性 単純 性 腎 盂腎 炎で は1例 であ

るが 有効 で あ った。

また複 雑性 尿路 感染 症 の効 果判 定結果 はTable4

に示す ごと くで あ り,著 効2例,有 効2例,無 効2例

で有効 率66.7%で あ った。

次 に これ らの使用 例 を主 治医判 定 によって臨床効
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Table 4-1 Overall clinical efficacy of cefotiam hexetil in complicated U.T.I. 

0.1, 0.2 g •~ 3/day treatment

Table 4-2 Overall clinical efficacy of cefotiam hexetil classified by type of infection 

0.1, 0.2g •~ 3/day treatment
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Table 5-1 Bacteriological response to cefotiam hexetil in acute 

uncomplicated cystitis

Table 5-2 Bacteriological response to cefotiam hexetil in 

complicated UTI

果 をみてみ る と,急 性単純 性尿 路感 染症 で は著 効19

例,有 効8例,無 効2例 で有効 率 は93.1%で あ った

(Table1)。 一 方,複 雑性 尿路感 染症 で主 治医 に よる

臨 床効 果 を見 る と著 効2例,有 効9例,や や有 効2

例,無 効3例,有 効 率68.8%で あった(Table2)。

次 に細 菌学 的効果 で あるが,Table5に 示 す ご と

く急 性単 純 性 膀 胱 炎 で は20株 中14株 がEscheri-

chtacoliで あ り,全 株 除菌 され,菌 消失率 は100%

で あ った。 他 にはStaphylococcus epidermidisが3

株 有 り全 株消 失 した。 また複雑 性尿 路感 染 症 で は7

株 中E.coliとS.epidermidisが 各 々2株 と1株 で

双方共 全株 消失 して い る。

投 与 後 出 現 菌 はTable6に 示 す よ う に,急 性 単

純 性 膀 胱 炎 で はEntmcoccus, Pseudomomas ae-

ruginosaが 出現 した。 また複雑性 尿路 感染 症 で は,

S.epidermidis, Corynebacteriumが 出現 した。

尚,本 剤 に よる副作 用 は1例 も認 め られ なか った。

III. 考 察

広域 セ フ ァロスポ リン系抗 生物 質CTM-HEを

尿路感 染症 に使用 し臨床 的検 討 を行 な った。

急性 単純 性膀胱 炎 で は有効 率 が100%と 良好 な成

Table 6-1 Strains appearing after cefotiam 

hexetil treatment in acute uncom-

plicated cystitis

Table 6-2 Strains appearing after cefotiam 

hexetil treatment in complicated 

UTI
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績 を示 した。起炎 菌 はEcoliま たはS.epidermidis

が主でCTM-HEは これ らの菌 に対 して強 い抗 菌

力を有 する と考 え られ る。複 雑性 尿 路 感 染 症 で は

66.7%の 有効率 が得 られ た。 これ らの起 炎 菌 もE.

coli, S.epidermidisで あ り強 い抗 菌 力 を示 した。急

性単 純 性 膀 胱 炎,複 雑 性 尿 路 感 染 症 を 通 じ て

CandideやEmtmcoccmsに 対 して は,臨 床 的効果

を認めなか った。 これ らの 菌の 出現 にた い して は他

剤との併用や変 更 も考 慮 す る必 要が あ ろ う。本 剤 に

よる副作用 は1例 もな く本 剤 の安 全性 が確 認 され た。
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CEFOTIAM HEXETIL IN UROLOGY 
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NAOAKI IKEDA 

Asaka Kosei Clinic, Asaka

1. Cefotiam hexetil (CTM-HE) was administered to a total of 45 patients visiting the Department of 

Urology, Tokai University Hospital, and the Asaka Kosei Clinic, during the period from May 

through December 1986, comprising 29 with acute, simple and 16 with complicated urinary tract 

infection. 

2. The patients with acute
, simple urinary tract infectionwere medicated with 100•`200 mg of CTM 

-HE 3 times daily for 3 days
, and those with complicated urinary tract infection with the same 

dose but for 5 days as a rule. 

3. The response to the medication was evaluated according to the Japanese UTI Committee's 

Criteria for Evaluation of Clinical Efficacy of Antimicrobial Agents in UTI. The response was 

excellent in 13, and moderate in 5 of 18 patients with acute, simple cystitis (a response rate of 100 

%), and moderate in 1 patient with acute, simple pyelonephritis. The response was also excellent 

in 2, moderate in 2, and poor in 2 of 6 patients with complicated urinary tract infection (a response 

rate of 66.7%) 

4. Bacteriologically
, CTM-HE proved very active against Escherichia coli and Staphylococcus 

epidermidis, eradicating all strains of the species, while enterococci and candidas were not so 

susceptible to the drug. 

5. No adverse reactions to CTM-HE were observed in any patients : the drug proved very safe
.


